
身近な公共交通が
ますます便利に！
身近な公共交通が
ますます便利に！
皆さんは、鉄道やバス、タクシーなどの公共交通を利用していますか？
最近では便利なサービスが導入され、ますます利用しやすくなっています。
今回は、あまり利用したことがないという方にも、ぜひ知っていただきたいお役立ち情報を
まとめました！

❶環境に優しい
二酸化炭素の排出量は、マイカー
利用に比べ、バスは約1/3、鉄道
は約1/8まで下がり、地球温暖化
防止につながります。
※温室効果ガスインベントリオフィス:「日本の温室効
果ガス排出量データ」、国土交通省:「自動車輸送統
計」、「航空輸送統計」、「鉄道輸送統計」より、国土交通
省 環境政策課作成

行きたい場所を検索するだけで、一番近くにいる
提携タクシー車両を呼んでくれる便利なアプリ。
目安到着時間も分かるので、待ち時間も有効に
使えます。クレジットカードによるキャッシュレス決
済も可能。降車時の支払いに時間を取られません。
事前に日時を指定し、予約することも可能です。

● 配車アプリ

「列車は安心だけど、駅まで行くのが…」「車は便利だけど、
長距離運転は大変…」そんなときは、苫小牧駅前立体駐車
場内にある“専用駐車場”が便利！特急列車往復利用で駐
車料金が無料になるので、ぜひご利用ください。

「青春１８きっぷ」など各種お得な切符も利用してみてくだ
さいね。

● パーク＆トレイン駐車場

健康な方はもちろんのこと、足腰の弱い高齢者、
車いす使用者、ベビーカー利用の親子連れ、妊娠
中の方、荷物をたくさんお持ちの方など、誰もが
利用しやすいタクシー車両です。市内では８０台
導入されており（令
和３年度末時点）、
多くの方からご好
評をいただいてい
ます。料金や予約
方法などは、各タ
クシー業者にお問
い合わせください。

● ユニバーサルデザインタクシー

❸健康の増進
駅やバス停までの移動
や乗り換えで、自然に運
動量が増え、健康増進
につながります。

❹通勤時間が有意義に
通勤手段を公共交通
に変えることで、読書
や景色を楽しみゆっく
りと考え事をする時
間に充てることがで
きます。

❷経済的
マイカーの維持には、車両の購
入費用や燃料代、車検代、保険
料などさまざまな費用がかかり
ます。一方で、公共交通は主に
運賃しかかからず、年間ではマ
イカー維持費の半分以下で、と
ても経済的です。

「カムイサウルス
（むかわ竜）復興トレイン」
2021年10月運行

「道央 花の恵み」
2019年9月運行
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ラッピング車両も
運行しています!
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詳細 まちづくり推進課
2（84）4071

バス通勤で毎
日勉強し、食生
活アドバイザー
の資格を取りま
した!

❺渋滞の緩和
マイカー利 用
者が減少する
と、道路の交通
量が減り、渋滞
の緩和につな
がります。

CO2排出原単位[g-CO2/人km]（2019年度）
輸送量当たりの二酸化炭素の排出量（旅客）
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